
調布・狛江・府中地区委員会学習会 

２０２６．５．１０ 東京都委員会 近藤雅樹 

８中総が提起した党づくりの方針と地区役員の役割について 

 

◯はじめに――危険と希望が交錯する戦後最大の歴史的岐路の情勢のもとで、どんな姿勢

で世代的継承の党づくりに臨むか。 

 

（１）８中総決定での次期党大会に向けた目標の修正はどんな立場でおこなわれたか 

 

 

（２）支部・グループへの「手紙」に込められた党づくりの方針、条件と可能性 

  ＊今度こそ、すべての支部・グループが参加する運動にしていくために、「双方向・循

環型」のとりくみを発展させる。 

    ――「手紙」と「返事」の運動には豊かな財産とともに、国政選挙により「支部

とのコミュニケーション」の中断もあった。 

    ――「手紙」に認められた、中央委員会としての自己改革の決意。 

  ＊党づくりで「前進はできるのか」の思いを共有し、客観的可能性・主体的可能性の

両面から手がかりを示している。 

    ――「危険」と正面から対決し、「希望」をしっかり受けとめる姿勢で頑張る。 

    ――「要求対話・アンケート」と「二つの『Ｑ＆Ａ』（「赤本」「青本」）学習。 

  ＊世代的継承、とりわけ青年・学生と労働者のなかに党をつくる方針。 

    ――なぜ、青年・学生分野は目標を引き下げず、４つの方針を提起したのか。 

    ――綱領実現の最大の保障は労働者のなかの党づくり。３つのとりくみを提起。 

  ＊「しんぶん赤旗」の危機打開の３つの基本方向について。 

 

（３）地区委員会の役割、任務と「三つのスローガン」に沿った自己改革 

  ＊党の基礎組織は支部（党規約第１２条）、地区委員会の６つの任務（党規約第３６

条）を果たすために、地区委員会総会への出席は地区役員の一番大事な活動。 

＊「双方向・循環型で支部を援助」「政治的・思想的に強い党機関」「若い世代、女性

役員が生き生き活動し成長する党機関」に。 

    ――「双方向・循環型」をやるための３つの自己改革。1）大志ある目標と「でき

ること」を一つずつ、2）「短期の視野」と「中長期の視野」、3）すすんだ経験

だけでなく支部の困難に心を寄せる。 

    ――情勢を綱領の立場で根底からとらえる、民主集中制、「２つのＱ＆Ａ」の学習

など。地区委員会の中心を担う幹部をつくるための連続講座に積極的参加を。 

    ――次期党大会を視野に、若い世代と女性の役員づくりをいまから系統的に。 
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